





平成 26 年度仙台大学 AT 作業チームは ,「傷
害予防」の強化を夏以降取り組んでいる . ス
ポーツ健康科学研究実践機構川平分室 AT ルー




習会」を取り入れている . 第 1 回目は平成 26
年 11 月に『脳震盪を知ろう』というテーマで
行った . 脳震盪とは , 脳に衝撃を受けることで
起こる意識障害や記憶障害と定義されている
が , 意識消失は脳震盪の一項目に過ぎず , 健忘 , 
ふらつき , 集中力の低下 , 感情の変化 , 頭痛 , 吐
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Abstract: Concussion is an injury to the brain that results in temporary loss of normal brain 
function, including amnesia, dizziness, alteration of mental status, loss of focus, headache, nausea, 
and so on that may or may not involve loss of consciousness.  The athletic training facility at 
Meisei high school offers various sport injury seminars to the students and coaches and had 
conducted a seminar on sport concussion in November, 2014.  Total of fifty eight students who 
belonged to men’s soccer, women’s soccer and women’s basketball team attended the seminar and 
completed the questionnaire about their past concussion experience.  The result showed that 
seventeen percent of the students had experienced concussion during their sport activities and 
only ten percent had either stopped the activity after concussion or received medical attention. An 
average of eighteen cases of death from head injury during high school and middle school 
extracurricular activities over the country has been reported annually since 2005, and male 
freshmen are the most susceptible to the concussion risks.  It is imperative that athletic trainers in 
Japan expand their sport coverage to high school sports to educate coaches and students of the 
risks participating in their respective sports, to educate them not to ignore the symptoms if 
concussion occurs, and to ultimately prevent the death from head injury.
Key words:  concussion, head injury, second impact syndrome, athletic trainer, high school athletes, coaches, 
extracurricular activities
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ても , 帰宅後に頭痛や嘔吐 , 意識障害が発生す
る可能性もあり , その場合は直ちに脳神経外科
の緊急手術に対応できる病院へ搬送しなければ





















見ていた 2 塁手のこめかみに直撃した . 周囲が
「大丈夫？」と声をかけ , その 2 塁手は「大丈
夫です」と答え , ノックは続行された . その後
チームで昼食休憩をとり , その 2 塁手も昼食を
とったが , とり終えた直後に気分が悪くなり , 
倒れて気を失った . 近くにいたチームメイト 2
人が支え , 2 塁手を横に寝かせた . 他のチーム
メイトは助けを求めに職員室へ駆け込み , 事故
の報告をした . そして対応した教員が救急車を
要請した . 数秒後に 2 塁手は意識を取り戻した
が , 朦朧としていた . 救急車はおよそ 10 分後
に到着し , その頃に駆けつけた顧問が保護者に
連絡を入れ , 事態を説明し , 病院で生徒と落ち
合うことになった . その後の検査結果で脳に異
常は見られなかったが , その生徒は頭痛 , 健忘 , 
普段よりよく眠るなどの症状が 10 日間続き , 
15 日後に部活復帰となった . 












セカンドインパクトの場合 , 頭への衝撃が 1 回
目ほど大きくなくても致命傷になりえる . 脳の
血液供給の調節がうまくいかなくなり , 血管が
拡張し , それに伴い脳内充血が起こる . この充
血が脳内圧を上げ脳幹の働きを崩壊させるのだ









2 つ目の理由は平成 26 年夏に行われた FIFA
ワールドカップにて脳震盪に対する処置や対
応の不適当が数件あり , スポーツ医学者間で物
議を醸したことである . また , 選手自身の危機
感の低さが浮き彫りになったとも言えるだろ





























ず , ジャンプの準備に入ろうとしていたのか , 
振り返った瞬間に頭部が中国選手の肩あたり




なり , 数十秒そのままだった . 救護班が到着し , 
なんとか起き上がったときにはバランスがとれ
ず , ふらついていた . そしてリンクから出る瞬
間にはスタッフに倒れ掛かるようになり , 控え
室に移動した . その間公式練習は一時中断され




継した . そしてその予測どおり , 羽生選手は公
式演目に出場した . しかし , 演技に羽生選手ら
しさはなく , ジャンプは失敗の連続だった . 衝
突の大きさ , あごの強打 , 起き上がろうとして
起き上がれなかったこと , しばらくぼうっとし
ていたこと , やっと起き上がったときにふらつ




強く揺さぶられ , いつジャンプに失敗し , 再度
頭を打ってしまうかわからない . フィギュアス
ケートというジャンプや回転を繰り返す競技特







平成 26 年 11 月 , 明成高校特定研究指定部活
動の生徒 58 名と顧問 6 名を対象に行った . 講
習は生徒が集中して講習を聞ける時間と講習内
容の難易度を考慮して 30 分とし , 実際に起き























ランスを失い , 再度倒れこむ様子を見せた . 中













処置や対応をされたか ,（3）講義で学んだこと , 
（4）講義に関しての質問 ,（5）自分が医療チー
ムの一員だったとしたら羽生選手にどのような




なった . 講習内容としては生徒同様 , 指導者も
理解しなければいけない内容であったため , 私
としても出席してもらうように念をおしたつも
りではあったが , 出席には繋がらなかった . 次
回は講習内容の重要性を訴え , 確実に出席に繋
げたいと反省した . アンケート結果は , 脳震盪
と思われる経験したことがある生徒は 58 名中
10 名 （男子 7 名 , 女子 3 名 , 全体の 17％） だっ
た . （図 1）その 10 件の中でプレーを中止した , 
病院へ行った , など初期対応が施されたと思わ
れる件は 5 件 （50%） だった . これらは初期対
応としては適切であるが , しかしながら , 病院
を受診したからといって今後安心というわけで






説明 , その後の症状のフォローアップについて , 
どのように部活動に復帰していくのかなどの指
示は出さない . これでは , 厳しい指導者や“根
性”を美化する指導者に対して「休む」と言え
ない生徒や , 負けず嫌いな生徒は医者の指示に




さらに , アンケート結果で 10 件中 5 件（全
体の 50%）の脳震盪やその疑いがある件につい





た . 講義から何を学んだかという質問では 58
名全員が脳震盪の発生メカニズムや危険性 , セ
カンドインパクトシンドロームなど学んだこと
について記入した . このことから , 講義の質は
高校生に理解しやすく , 適度な難度で進行でき








とに関しての賛成は 9 人（全体の 15.5％）, 反
対が 39 人（全体の 67.2％）, もう少し待機させ
るべきだったとの意見が 9 人（全体の 15.5％）, 
白坂 広子
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いる .（5）この調査によると , 平成 17 年度から平
成 23 年度に全国の中学校及び高等学校の学校
管理下における体育活動・運動部活動にて頭頚
部の外傷が 4396 件報告されている . 活動別に
すると , 体育の授業で約 2 割 , 運動部活動で約
8 割と運動部活動で多く発生している . 競技別
では野球 , サッカー , ラグビー , 柔道 , バスケッ
トボールである . 傷病別では頭部打撲が 1240
件 , 脳震盪が 855 件 , 頚髄損傷が 390 件 , 頚椎
捻挫が 340 件の順で多く , そのうち脳震盪では
競技別でサッカー , ラグビー , 野球 , 柔道 , バス
ケットボールの順で多く発生していた . 脳震盪
以外の脳の傷害では頭蓋骨骨折 285 件 , 急性硬
膜下出血が 246 件 , 脳挫傷が 210 件 , 外傷性ク
モ膜下出血が 188 件 , 急性硬膜外血腫が 134 件 , 
このうち死亡・重度の障害が残った事故は 131
件（年間平均で 18.7 件）あった . 高校生では特





































周囲の関係者 , 保護者にも必要である . そして
それは誰が先導していくべきなのか . National 
Athletic Trainers’ Associationは「アスレティッ














る . また , フランスでは , 柔道指導希望者に 380
時間以上の時間をかけてトレーニング方法や生














アを鵜呑みにし , 自分もそう勇敢でありたい , 
と大きな勘違いをさせたままで将来の指導者と







れていると思われるが , 2014 年だけで日本メ
ディアにて脳震盪発症をリアルタイムでテレビ
放送されたのが 3 件ある . そしてその全件に対
応として不備がおそらくあった . メディアに明
るみにならない脳震盪が日本のスポーツで何件
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